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諫早 市総 合計 画審 議会 条例 （平 成 17年 7月 29日 例 第 230号 ）  
 

 
（ 設 置）  

第１ 条  諫早 市総 合計 画に 関し 必要 な事 項を 調査 審議 する ため 、市 長の 附 属機
関と して 、諫 早市 総合 計 画 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。 
（所 掌事 務）  

第２ 条  審議 会は 、市 長の 諮問 に応 じ、本市 の総 合計 画の 策定 に関 し必 要な 調
査及 び審 議を 行う 。  
（組 織）  

第３ 条  審議 会は 、委 員２ ５人 以内 で組 織す る。  
２  委員 は、 次に 掲げ る者 のう ちか ら市 長が 委嘱 し、 又は 任命 する 。  

(1) 学 識経 験を 有 する 者  
(2) 市 議会 議員  
(3) 地 域住 民組 織 その 他の 公共 的団 体に 属す る者  
(4) 市 職員  
（任 期）  

第４ 条  委員 の任 期は 、２ 年と する 。た だし 、補 欠の 委員 の任 期は 、前 任者 の
残任 期間 とす る。  

２  委員 は、 再任 され るこ とが でき る。  
（会 長）  

第５ 条  審議 会に 、会 長を 置く 。  
２  会長 は、 委員 の互 選に より 定め る。  
３  会長 は、 会務 を総 理し 、審 議会 を代 表す る。  
４  会長 に事 故が ある とき 、又 は会 長が 欠け たと きは 、あ らか じめ その 指名 す
る委 員が 、そ の職 務を 代理 する 。  
（臨 時委 員）  

第６ 条  審議 会は 、必 要に 応じ 、臨 時委 員を 置く こと がで きる 。  
２  前項 の臨 時委 員は 、当 該審 議事 項 に関 係あ る者 のう ちか ら市 長が 委嘱 する 。 
３  臨時 委員 は、当該 審議 事項 の審 議が 終了 した とき は、解任 され るも のと す
る。  
（会 議）  

第７ 条  審議 会は 、会 長が 招集 する 。  
２  審議 会は 、委 員の 過半 数が 出席 しな けれ ば、 会議 を開 くこ とが で き な い 。 

（資 料提 出の 要求 等）  
第８ 条  審議 会は 、必 要が ある とき は、関係 者に 対し 、資 料の 提出 、意 見の 開
陳、 説明 その 他必 要な 協力 を求 める こと がで きる 。  
（庶 務）  

第９ 条  審議 会の 庶務 は、 政策 振興 部に おい て処 理す る。  
（委 任）  

第１ ０条  こ の条 例に 定め るも の の ほか 、審 議会 の運 営に 関し 必要 な 事 項 は 、
会長 が審 議会 に諮 って 定め る。  

附  則  
この 条例 は、 公布 の日 から 施行 する 。  

附  則（ 平成 ２２ 年条 例第 １８ 号） 抄  
（施 行期 日）  

１  この 条例 は、 平成 ２３ 年４ 月１ 日か ら施 行す る。  


